
萩ジオパーク
推進協議会だより

0838-21-7765　　     0838-25-7767
geo@city.hagi.lg.jp
http://www.city.hagi.lg.jp/site/hagigeo/
https://www.facebook.com/HagiGeoProject/

2019 年 6 月 28 日 発行　萩ジオパーク推進協議会

夏だ！萩ジオパーク行こう
夏は、地球を体感するにはうってつけの季節です。海、
山、川、地球が生んだ大地、大地が育む自然、そして
その中で暮らす人の営み…。自然の中で地球の営みを
体感するアウトドア・アクティビティから、子どもの
自由研究にも役立つ実験や工作まで、地球で暮らして
いることを実感できる様々なプログラムをご用意しま
した。
萩ジオパークのプログラムに家族で参加して満喫する
も良し、一人でじっくり堪能するも良し。この夏、肌
で地球を感じる体験を！

〒758-0041
山口県萩市大字江向６０２　萩・明倫学舎本館２階vol.52

暑い夏、皆さんに「涼」をお届けします。

＜プログラムの一例＞
・火山の磯・森のたんけん（笠山）
・スペシャルイベント 危険生物に遭遇！？
　親子 de火山たんけん隊
・モドロ岬ジオピクニック（シーカヤック）
・須佐湾ジオクルージング
・トワイライト・ジオツアー
・マグマボトルをつくろう（工作）

夏休みだ！萩ジオパーク行こう ホームページ     https://sites.google.com/view/hggp-summer

１億年前のマグマに会える　モドロ岬ジオピクニック

小さな火山・笠山を探検！

ジオパークビジターセンター
では工作プログラムも。
夏休みの自由研究に最適？

萩市越ヶ浜の明神池そばにある「風穴」。笠山の溶岩のすき間に
蓄えられた冬の冷気が夏に吹き出し、辺り一帯を涼しくさせます。



５月 27日、東京都で JGN（日本ジオパークネットワーク ) 通常
総会が開催されました。現在の会員数は 59。米田徹理事長（新潟
県の糸魚川ジオパーク会長）から、「設立から 10年が経過。ジオ
パーク活動を通して地域の課題を解決し、また会員のネットワー
クを活用して全体として発展していきたい。」との挨拶がありまし
た。会議では、本年度の事業計画等を審議・議決したほか、11月
の全国大会（大分）への参加依頼がありました。全国大会の行程
などは、次号で詳しくお知らせしますので、お楽しみに。
５月 28・29日には千葉県銚子市で、JGN主催の全国研修会があ
りました。参加者は45名、内容はグループワークとフィールドワー
クでした。グループワークでは、テーブルごとにテーマを決め意
見交換する、というもので、ロゴマークや SDGｓといったテーマ

JGN 総会・全国研修会

1 億２千万年前のゴカイの生痕化石

で話し合いを行いました。フィールドワークでは、犬吠埼灯台下の海岸の地層を視察しました。NHKブラタモリでも
紹介された１億２千万年前の地層の表面にできたゴカイの化石（写真参照）について、説明を受けました。また、映
画の最初の、波が岩に激しくぶつかるシーンも、この海岸で撮影したとのこと。銚子は関東平野成立のキーとなる地
域ですし、市民のガイド活動も活発でした。ぜひ、訪れたいジオパークの一つです。

ジオパーク各申請プレゼンテーションと
地球惑星科学連合大会（JpGU）に参加
５月 25日土曜日、幕張メッセ（千葉市）で JGN新規認定等のプレゼ
ンテーションが行われました。今年は美祢市のMine 秋吉台ジオパー
クが世界認定に挑戦します。美祢と言えば秋吉台の石灰岩。世界中の
あちらこちらで見かける岩石ですが、日本（秋吉台）の石灰岩の世界
的な価値をどう伝えるのか。また、鉱物資源の採取を今後どうしてい
くのか、課題はあるもののプレゼンでの質疑応答では、ユネスコ世界
ジオパーク（UGGｐ）にふさわしい地域になる覚悟はある、と宣言さ
れました。2年後の世界申請に向けた取り組みが始まっています。
国内では、鹿児島の桜島・錦江湾ジオパークがエリア拡大を、長崎県
の五島列島ジオパークが新規認定を目指しそれぞれプレゼンしまし
た。いずれも、プレゼン審査は通過し、夏の現地審査を迎えることと
なりました。五島列島は先日、早速現地審査に向けて当協議会事務局
を訪れ色々と相談を受けました。ジオパークはその土地の地質資源を
認めてもらうものではなく、人々がその特徴的な地質・地形の上にど
う向き合い、暮らしているのかを伝える活動であることをお話ししま
したが、果たしてどうなるか？秋の結果が楽しみです。
また、終了後、中四国近畿ブロック会議が開かれ、今秋の大分での全
国大会で初めて設置するブロック別パビリオンの企画会議を行いまし

た。当ブロックではきっと多くの人に楽しんでもらえる企画が提案されました。全国大会をお楽しみに。
翌日 26日日曜日は JpGUに参加しました。今回は世相を反映し「ブラタモリ」をテーマにしたパブリックセッションが
開設。一風変わったテーマでしたが大変面白い話が聞けました。ジオパーク関連のパブリックセッション及び各種申請
プレゼンテーション映像は Youtube の JGN公式チャンネルで公開していますので是非ご覧ください。

Mine 秋吉台ジオパークのユネスコ世界ジオパーク
国内推薦プレゼンテーションのようす

中四国近畿ブロック会議のようす。JGNプログラム
の合間を縫って、みんなで企画検討会議です



ジオツアー「萩焼作家さんに会いに行こう」
６月８日（土）に萩ジオツーリズム協会主催
のジオツアー「萩焼作家さんに会いに行こう」
が開催されました。萩で暮らす人々にスポッ
トライトを当て、実際にお会いすることでそ
れぞれの土地との向き合い方に触れることを
目的にした「〇〇さんに会いに行こう」シリー
ズの記念すべき第一弾です。
参加者の１１名はジオプランナーさんたちの
案内で、４００年以上の伝統を引き継ぐ「坂
高麗左衛門窯」を訪ねました。今回お会いし
たのは若き萩焼作家、坂 悠太さんです。
坂窯では、萩焼の器でお抹茶をいただきなが
ら坂さんのお話を聞き、歴代当主の作品が並
ぶ部屋や登り窯にもご案内していただきまし

た。萩焼は土、水、薪など、萩の大地と向き合って試行錯誤の上につくられていることがよくわかりました。また、
坂さんのお話からは、江戸時代の初めから脈々と受け継がれてきた萩焼の技法や精神を自身が次へ繋いでいくという
ことに対する思いが伝わってきました。

長門峡スケッチ大会で大地のお話（6/12）

萩焼の器でお抹茶をいただきながら坂悠太さんのお話を聞く

山口市阿東地域の小学校（生雲小、さくら小、徳佐小）の合同行事、長門峡スケッチ大会に専門員がお邪魔しました。
みんながスケッチした景色は、活断層の活動、火山の活動、河川の流れの変化など、大きな地球の営みが生み出し
たものであることを、現地を見学しながら解説しました。スケッチ大会でのお話は、今回で３年目。昨年も参加し
た子が、自ら火山の話をし始める場面もありました。これからも様々な場面で身近な景色の中から、自分たちが暮
らす大地の特徴に気が付くきっかけをつくれたらと思います。

国指定天然記念物の「見島牛」。
放牧場でゆっくり過ごしています。

萩ジオツーリズム協会の研修で
おおいた豊後大野ジオパークへ。
崖に飲み込まれる列車。

鳥居と石段の先には？　
見島宇津観音にて。

みなさんからの
素敵な投稿写真を
お待ちしています。
萩ジオパーク推進
協議会代表メールへ
お気軽にどうぞ

geo@city.hagi.lg.jp



おかしなジオパークめぐり

“まさかり”が育てた海の幸
「いかのすし」と「焼きホタテ」
（下北ジオパーク）

●神秘の火山「笠山」に行こう！「火山の磯たんけん」　7月 15日（月･祝）、21日（日）、28日（日）10：00～ 11：00
集合場所：笠山虎ヶ崎つばきの館前　内容：火山の麓の磯に暮らす生き物を探してみる。　定員：10名（先着順、
最少催行人数：3名、申込〆切：開催日の 3日前）　参加費：1,500 円（大人 1人子ども 1人のセット割引 2,500 円）
主催：笠山ジオの会　申込・問合せ：萩ジオパーク推進協議会事務局 (0838-21-7765)

●神秘の火山「笠山」に行こう！スペシャルイベント「危険生物に遭遇 !?親子 de火山たんけん隊」　7月 27日（土）
9：30～ 12：00　集合場所：笠山虎ヶ崎つばきの館前　内容：萩博物館の学芸員と森の中を探検 ! 危険生物を探してみる。
定員：40名（先着順）　参加費：1,500 円、中学生以下 500円　主催：萩ジオパーク推進協議会　
申込・問合せ：萩ジオパーク推進協議会事務局 (0838-21-7765)

●大地の遊び人養成講座「地球と遊ぶシーカヤック」　7月 15日（月･祝）8：00～ 13：00　集合場所：阿武町筒尾艇庫
内容：シーカヤックで海に繰り出し、１億年前のマグマの記憶にふれる。　定員：10名（先着順、〆切 7/5）　
料金 :3,500 円　主催：萩ジオパーク推進協議会　申込・問合せ：萩ジオパーク推進協議会事務局 (0838-21-7765)

●はぎジオカフェ　7月 18日（木）18：30～ 20：00　会場：萩・明倫学舎 　内容：全国のジオパークとテレビ電話
を介してつながります。今回は「栗駒山麓ジオパーク」です。　参加費：300円　主催：萩ジオパーク推進協議会
申込み：前日までに萩ジオパーク推進協議会事務局（萩市ジオパーク推進課）（0838-21-7765）　

○龍が通った道まつり　7月 27日（土）10：00～ 15：00　　場所：弥富交流促進センターほか
内容：「龍が通った道」をスタンプラリーでめぐる。各ポイントでは物産販売。弥富交流促進センターでは龍神そば他飲食
ブースの開設。11：45からアトラクションがあります。　主催：畳ヶ淵交流事業実行委員会　問合せ：萩市弥富公民館
(08387-8-2044)

７月の予定 　- Information -

※●の行事に参加される場合は、必ず萩ジオパーク推進協議会事務局（0838-21-7765）までご連絡ください。

本州最北端の青森県下北半島は“まさかり”のような形をし、
四方を海に囲まれています。北側は津軽海峡、南西部は陸奥湾
に面しています。津軽海峡は黒潮、対馬海流、千島海流の３つ
の海流がぶつかる好漁場で、イカやイワシなどの豊富なエサを
求めて集まるマグロは、大間のマグロの名で有名です。一方の
陸奥湾は、波が穏やかで海産物の養殖に適しており、中でもホ
タテの消費量は日本一を誇ります。津軽海峡のイカを使った「い
かのすし」と陸奥湾の養殖ホタテを使った「焼きホタテ」は、
下北半島の地形が生み出した多様な海の恵みを感じることがで
きます。

野菜とゲソを詰めた郷土料理「いかのすし」

陸奥湾の養殖ホタテを使った「焼きホタテ」

●大地の遊び人養成講座「地球と遊ぶキャンプ入門」　7月 28日（日）9：00～ 14：00　集合場所：道の駅阿武町
内容：アウトドアクッキングやロープワーク、ターピング、森の中でネイチャーゲームなど…。自然の中からメッセージ
を受け取るための様々な手法を体験しよう！　定員：25名（先着順、〆切 7/19）　料金 :3,000 円
主催：萩ジオパーク推進協議会　申込・問合せ：萩ジオパーク推進協議会事務局 (0838-21-7765)

●大地の遊び人養成講座「地球と遊ぶスノーケリング」　8月 3日（土）8：00～ 13：00　集合場所：スサリゾート　内
容：スノーケリングで海の中の世界に潜ります。地球が育む生命の営みに、魚たちと同じ視点で入り込んでみよう。　料金 :
3,500 円　定員：30名（先着順、〆切 7/26）　主催：萩ジオパーク推進協議会　申込・問合せ：萩ジオパーク推進協議会
事務局 (0838-21-7765)


